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川
越
駅
西
口
歩
行
者
用
デ
ッ
キ
延
伸
工
事
請
負
契
約

【
公
明
党
】

問
監
視
カ
メ
ラ
画
像
公
開
の

効
果
を
伺
う
。

答
広
く
地
域
住
民
に
見
て
も

ら
う
こ
と
で
、
具
体
的
な
避

難
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
、

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

の
推
進
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
る
。

問
応
急
排
水
作
業
の
環
境
整

備
の
理
由
を
伺
う
。

答
排
水
作
業
の
た
び
に
フ
ェ

ン
ス
の
部
材
を
取
り
外
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、

足
場
が
土
の
斜
面
で
滑
り
や

す
く
危
険
で
も
あ
り
、
作
業

効
率
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
全
国
で
も
例
の
な
い
蔵
の

耐
震
工
事
の
過
程
を
市
民
や

観
光
客
に
公
開
で
き
な
い
か
。

答
蔵
造
り
資
料
館
の
耐
震
化

工
事
は
、
蔵
造
り
建
物
の
耐

震
化
と
し
て
貴
重
な
事
例
で

あ
る
の
で
、
工
事
の
経
過
を

パ
ネ
ル
等
に
し
て
博
物
館
で

展
示
し
、
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
う
機
会
を
設
け
た
い
。

問
市
税
等
が
増
加
な
の
に
財

政
状
況
が
厳
し
い
理
由
は
。

答
堅
調
な
税
収
等
を
上
回
っ

て
経
常
経
費
が
増
加
し
て
お

り
、
現
状
は
、
経
常
経
費
の

増
加
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
政

策
的
経
費
の
財
源
が
減
少
す

る
構
造
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

問
水
害
防
止
の
た
め
に
監
視

カ
メ
ラ
の
常
設
化
の
考
え
は
。

答
監
視
カ
メ
ラ
は
、
水
位
状

況
の
把
握
な
ど
の
施
設
管
理

を
目
的
に
、
期
間
を
限
定
し

て
設
置
し
た
。
今
後
は
、
現

地
の
状
況
が
容
易
に
把
握
で

き
る
よ
う
な
設
置
位
置
や
公

開
方
法
等
を
含
め
、
常
設
化

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
工
事
契
約
で
は
厳
格
な
積

算
が
必
要
だ
が
、
補
正
に
対

す
る
市
の
今
後
の
考
え
方
は
。

答
文
化
財
建
物
の
工
事
は
、

建
物
の
状
況
把
握
が
難
し
く
、

積
算
上
の
課
題
で
あ
る
。
今

後
は
部
分
的
な
解
体
箇
所
を

増
や
す
な
ど
、
詳
細
な
事
前

調
査
に
努
め
、
国
や
県
と
も

十
分
に
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
周
辺
商
店
街
や
自
治
会
へ

の
工
事
の
周
知
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
契
約
後
適
切
な
時
期
に
、

周
辺
自
治
会
・
商
店
街
へ
の

説
明
会
の
開
催
や
自
治
会
回

覧
を
行
う
と
と
も
に
、
看
板

設
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
等
に
よ
る
周
知
を
行
う
。

問
工
事
中
の
通
行
車
両
・
歩

行
者
へ
の
安
全
対
策
は
。

答
交
通
誘
導
員
を
適
切
に
配

置
す
る
と
と
も
に
、
案
内
看

板
や
仮
囲
い
等
で
通
行
区
域

問
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
の
現
状
は
。

答
平
成
29
年
度
は
、
平
均
受

給
者
数
７
８
７
４
人
、
支
給

件
数
21
万
９
９
９
６
件
、
支

給
額
８
億
97
万
１
９
３
５
円
、

１
人
当
た
り
支
給
額
10
万
１

７
２
４
円
で
あ
る
。

問
所
得
制
限
の
導
入
で
事
務

量
の
増
加
は
見
込
ま
れ
る
か
。

答
現
時
点
で
は
、
運
用
方
法

が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

ど
れ
ほ
ど
の
事
務
量
が
増
加

す
る
か
を
具
体
的
に
述
べ
る

と
施
工
区
域
を
明
確
に
し
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
デ
ッ
キ
は
通
行
量
が

多
い
の
で
、
安
全
対
策
を
十

分
に
実
施
し
て
い
く
。

問
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
測
量
等
の
準
備
を
行
い
、

橋
り
ょ
う
下
部
工
事
の
杭
打

ち
工
事
お
よ
び
橋
脚
の
施
工

を
行
う
。
そ
の
後
、
橋
り
ょ

う
上
部
工
事
の
デ
ッ
キ
本
体
、

シ
ェ
ル
タ
ー
等
を
施
工
し
、

最
後
に
道
路
改
良
工
事
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

こ
と
は
困
難
だ
が
、
平
成
34

年
10
月
に
予
定
す
る
資
格
の

更
新
以
降
、
全
て
の
登
録
者

に
つ
い
て
、
１
年
に
１
回
所

得
確
認
を
行
い
、
受
給
者
証

等
を
送
付
す
る
事
務
を
行
う

こ
と
に
な
る
の
で
、
事
務
量

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
今
後
、
事
務
の
運
用
方
法

を
検
討
す
る
中
で
、
事
務
量

の
増
加
を
抑
制
す
る
よ
う
工

夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た

の
で
、
本
請
願
に
反
対
す
る
。

賛　
　
成

【
日
本
共
産
党
】

　
東
日
本
大
震
災
で
外
部
電

源
を
失
う
な
ど
重
大
事
故
寸

前
に
陥
り
停
止
し
て
い
た
東

海
第
２
原
発
は
11
月
末
に
40

年
間
の
運
転
期
限
を
迎
え
る

老
朽
原
発
で
あ
る
。
東
京
電

力
福
島
第
１
原
発
の
甚
大
な

事
故
を
受
け
法
改
定
で
運
転

期
間
を
原
則
40
年
と
決
め
た
。

安
全
対
策
の
費
用
約
１
７
４

０
億
円
も
賄
え
な
い
。
半
径

30
㎞
に
96
万
人
が
住
む
首
都

圏
で
唯
一
の
原
発
で
あ
り
、

多
く
の
周
辺
自
治
体
で
は
避

難
計
画
が
作
ら
れ
て
い
な
い
。

水
戸
市
で
再
稼
働
を
認
め
な

い
意
見
書
を
可
決
。
経
済
性

も
安
定
性
も
失
っ
た
原
発
は

廃
炉
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
子
育
て
施
策
で
は
、
ニ
ー

ズ
が
高
い
の
に
待
機
児
童
を

増
加
さ
せ
た
。
東
後
楽
会
館

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

反　
　
対

【
自
由
民
主
党
】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本

は
安
全
性
を
前
提
と
し
た
上

で
、
安
定
供
給
を
第
一
と
し

経
済
効
率
性
の
向
上
と
環
境

へ
の
適
合
で
あ
る
。
原
子
力

発
電
は
、
資
源
の
少
な
い
我

が
国
に
お
い
て
電
気
の
安
定

供
給
や
発
電
コ
ス
ト
の
安
さ
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
な
い

と
い
っ
た
特
性
が
あ
る
。
一

方
で
リ
ス
ク
も
あ
り
、
使
用

済
み
核
燃
料
の
問
題
も
あ
る

の
で
、
将
来
的
に
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
た
場
合
に
は
、
減
ら
す

方
向
で
考
え
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
東
海
第

２
発
電
所
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
に
よ
り
世
界
で
最
も

厳
し
い
水
準
の
新
規
制
基
準

請
願
第
３
号

討
　
論


